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沿岸海域活断層調査「布田川・日奈久断層帯」（その3）ピストンコア調査の結果
Offshore active fault survey ”Futagawa-Hinagu Fault Zone”(3) Result of piston-core sam-
pling
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１．はじめに
　布田川・日奈久断層帯は，阿蘇外輪山の西側斜面から八代海南部に分布する長大な活断層帯である．主に右横ずれ

と断層南東側の相対的な隆起を伴い，断層帯南西部では並走する断層によって小規模な地溝帯が形成されている．この
うち八代海海底活断層群は，断層帯南西部にあたり，北東?南西走向の多数の断層から構成される．海底下の更新統には
断層活動に伴った累積的な変位が認められ，一部には完新統の変位も報告されている．しかし，八代海底活断層群の全
体の分布や変位様式，活動履歴などを詳細に検討できる情報は得られていない．
　そこで，文部科学省が進める平成 21年度沿岸海域活断層調査「布田川・日奈久断層帯」のうち，八代海北部に分布

する断層群の活動時期，活動間隔などの活動履歴と平均変位速度の解明を目的とするピストンコアによる試料採取調査
を実施した．

２．調査概要
　布田川・日奈久断層の南西部は，八代海海底断層群により構成されており，断層が数条に分かれ小規模な地溝帯を形

成している．ピストンコアによる採泥調査は，同セッションの楮原・他によるブーマー・ショートマルチチャンネル探査，
坂本・他によるパラメトリック地層探査装置の各種探査結果に基づき，明瞭な変位構造が確認できる地点で実施した．
　熊本県による既存調査地点付近（白神岩）では小規模な地溝帯構造の内外で 3本，その南西部の延長部では断層を

挟んで各 2本，計 7本のコアを採取した．以下に，採取位置と採取長を示す（緯度経度は新測地系）．
HG-1（コア長：6.52m）
緯度・経度：32°18′50″，130°24′29″
HG-2（コア長：6.75m）
緯度・経度：32°18′46″，130°24′32″
HG-3（コア長：2.59m）
緯度・経度：32°18′21″，130°24′49″
HG-4-2（コア長：1.96m）
緯度・経度：32°18′16″，130°24′52″
HG-7-2（コア長：4.65m）
緯度・経度：32°20′10″，130°26′51″
HG-8-2（コア長：14.34m）
緯度・経度：32°20′5″，130°27′4″
HG-9-2（コア長：8.16m）
緯度・経度：32°20′2″，130°27′12″

３．調査結果
　採取した試料については，層相，粒度，色調，帯磁率，乾燥・湿潤重量，テフラ，年代・軟 X線撮影などの分析・測

定作業を現在進めている．これまでの作業で，断層を挟んだコアで対比が可能な帯磁率や単位乾燥重量の垂直変化パター
ンに特徴的なピークが認められている．
　今後，14C年代測定やテフラによる年代情報を加え，各種分析結果に基づくコア間の対比線の数と精度を向上させ，

各断層の活動時期や 1回の活動による変位量などを解明する予定である．
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本調査を進めるにあたり，熊本県の自治体の関係部署および漁業協同組合の関係各位には便宜を図っていただきまし
た．御礼申し上げます．
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